
可
観
小
説
経

時
銘
を
都
が
へ
り
と
名
付
た
り
。
此
探
幽
が
絶
入
の
所
、
押
仙
の
震
と

申
す
べ
く
候
。
菅
の
ま
毅
之
が
酔
筆
の
随
亭
記
、

-
度
人
間
陀
無
之

候
所
、
府
の
太
朱一
取
出
し
給
ひ
、
共
孫
倫
相
官
泉
へ
み
せ
給
ひ
し
降
、

相官
mm
一
目
見
て
失
接
し
て
悦
け
る
も
悶
哲
也
。

治
丸
則
の
憶
は
・
挑
渓
子
銭
v

余
物
踏
せ
ら
る
ミ
所
也
。

時
に
古
干
保
四
年
己
亥
正
月
九
日
記
。

六
六

一

4 . 

可
腕

小
説
巻

四

て
仙
石
兵
防
火
消
と
加
賀
鳶
の
院
時

平
保
三
年
十
二
月
三
日
夜
丸
時
、
本
郷
三
丁
目
の
後
、
弓
町
前
回
伊

豆
守
般
向
、
杉
浦
才
一
邸
宅
よ
り
出
火
。
臨
誤
認
制
1

話
説
明

開
明
折
節
乾
鼠
烈
放
〈
此
方
一
帯
火
消
奥
村
長
左
術
門
か
け
付
侠
底
、

町
内
の
者
も
未
だ
み
え
不
申
候
。
御
人
数
を
以
消
留
候
。
扱
少
々
屋

根
よ
り
下
立
候
彪
へ

、
前
世
屋
の
方
よ
り
仙
石
兵
郎
人
数
抽
出
口
の
宮
、

人
々
呼
り
か
け
上
り

趨
も
上
申
候
。
御
人
数
の
内
.
鵡
の
者
並
御

畑
融
持
共
巾
候
は
、
此
方
消
印
川
候
底
跡
よ
り
参
り
狭
山
相
の
旨
断
申
附
候

慮
、
滞
日
等
を
以
散
L
H
K
打
郷
、
御
績
を
奪
取
可
申
と
仕
候
K
付
、

互
陀
引
合
候
内
御
飯
つ
ぶ
れ
柄
も
折
巾
候
て
・
屋
根
よ
り
四
五
人
も

務
申
候
。
相
磁
候
駕
4
4
堪
忍
不
仕
、
口
論
陀
及
候
上
‘
近
所
よ
り
丸

太
の
柱
二
本
取
て
参
り
た
ず
倒
し
候
。
仙
石
氏
の
者
十
六
七
人
も
た

L

吉
落
し
申
・
候
。
廿
戸
内
陀
火
は
猶
吏
減
申
候
。
然
庭

仙
石
兵
庫
火

訓
削
切
倣
旨
呼
は
り
候
て
、
人
数
引
務
可
巾
・
と
仕
候
。
御
伎
役
牛
問
仙
川

左
術
門
、
歩
立
に
混
成
候
て
兵
庫
殿
側
へ
会
、
一時一時一日
一山
4
y
一
給
制
唱
加

賀
守
人
数
平
法
山
崎
出
泊
留
巾
候
。
御
回
附
・御
使
番
裁
も
米
御
見
え

可
観

小

股

容

四

不
被
成
K
付
‘
御
庖
申
上
候
旨
巾
述
候
庭
、
兵
応
殿
自
分
の
者
消
留

中
旨
被
巾
候
。
左
様
に
て
は
無
之
官
巾
・
候
成
へ

、
長
左
術
門
出
越
‘

長
左
衛
門
は
先
達
て
あ
な
た
奥
力
へ
共
段
申
入
国
凪
候
。
電
て
兵
賂
殿

へ
芭
K
可
申
入
と
行
じ
‘

・本
郷
町
中
ま
で
能
越
.
乍
田
町
上
訓
子
印
刷
一

幹
陀
慌
越
、
消
却
旧
申
候
旨
巾
・
入
候
様
、
兵
庫
殴
被
申
候
は
、
手
前
小

身
者
と
被
存
、
乍
馬
上
被
曲
。
聞
伎
と
存
候
山
首
被
谷
候
に
付
、
長
左
術

門
は
奥
力
中
へ
申
聞
候
耕
民
も
て
な
し
、
返
答
は
不
仕
。
槌
左
衛
門

は
師
甘
く
談
合
。
掠
馬
よ
り
下
り
側
へ
立
寄
候
へ
ば
‘
官
架
か
け
被
巾

候
て
、
拙
子
人
数
怪
我
い
た
し
候
。
家
来
の
儀
は
不
苦
候
。
御
扶
持

人
有
之
候
。
奥
力
同
心
共
納
得
不
仕
候
。
加
賀
守
殿
憐
は
同
姓
共
も

被
召
出
、
常
L
K

御
心
安
く
被
成
候
故
.
他
と
は
迷
候
へ
共
、
右
の
趣

は
共
分
に
難
仕
候
。
訟
で
も
か
桜
の
儀
無
之
様
、
可
被
致
決
路
候
。

加
賀
守
殿
御
矯
陀
て
も
候
。
無
益
の
儀
容
論
候
て
騒
動
花
及
候
旨
被

巾
候
。

長
左
術
門
申
候
は
、
加
賀
守
常
h
k

鍛
霊
K
申
付
、
末
々
の
者
別

て
口
論
等
不
仕
絞
K
山
中
波
候
。
第
一
公
儀
被
仰
渡
の
筋
も
御
肢
候。

但
共
場
の
首
尾
次
第
の
儀
陀
御
也
候
般
、
只
今
の
泊
り
の
儀
も
御
山

候
。
此
方
よ
り
宰
候
て
、
火
を
脇
に
仕
候
俄
は
品
口
て
艇
一
御
山
岨
候
。
共

殻
械
に
は
本
郷
湯
川
崎
の
町
火
消
共
同
能
越
候
に
付
.
無
機
此
方
の
秘
主

ムヘ
b
一，
F




